










日本の奇跡③ ～地形環境～

国土の2/3が森林
↓

大自然が豊かな水を蓄えてくれる
（しかも水道事情も大変良好）

日本は水の国。
世界的に見ても、豊かな水資源に恵まれた類まれなる国です。

日本の奇跡① ～気候環境～

年間17５0mmと降雨量が多い地域
・モンスーン気候

↓
豊かな自然の水量に恵まれる

日本の奇跡② ～地質環境～

火山性大地（火成岩）によって濾過された水
↓

ミネラル分を過剰に含まない、自然の軟水

大自然が育んだ良質の軟水※（＝おいしい自然の湧き水）が豊富な国

弊社の浄水器は、恵まれた水環境を最大限に活かす技術です

硬水・軟水とは？

水に含まれているカルシウムやマグネシウムのイオン濃
度が高い水を硬水、低い水を軟水といいます。日本の
水の場合、ほとんどが100mg以下の軟水です。この軟
水のお陰で日本の美味しい食文化が築かれました。
日本茶はタンニン等が抑えられ、軟水の方がまろやか
になります。また、お米やだし等も軟水が素材本来の

味を引き立ててくれます。



日本の水事情

• 日本の豊かな水環境「3つの奇跡」

①年間降水量約1,750ミリ （世界の平均降水量約970ミリ）

②石灰岩の少ない火山性の土壌 （大陸系の海底隆起型大地）

③国土の3分の2を占める森 （狭い国土にも関わらず、保水能力が高い）

奇跡を脅かす「3つの要素」

①1人当たりの平均降水量は世界平均の6分の１程度で、貴重な水資源

②利用する水が「表層水」である割合が高く、汚染等の進行が早い

③開発による森の減少、針葉樹林化に伴い保水力の低下



世界から見る水事情



水需要の急激な増加



水の最大消費国

• 日本は「食」の最大の輸入国であるが、例えば牛肉１００ｇを生産する（牛を育てる）
ためには、必ず水を使う。そういう見方をすると、日本が大量に輸入している「食」を
生産するために使用される「水」は莫大な量である。（→仮想水という観点）

• 総合地球環境学研究所・東大生産技術研究所の沖 大幹助教授の試算
牛丼（並）←2,000ℓ ハンバーガー←1,000ℓ

• 日本は「水」の「一大輸入国」
沖氏の試算では、2000年で推定すると「仮想水」総輸入量は
640億立方メートル おそらく世界1位



仮想水輸入量



日本の水道水（１）

日本の水道の普及率 97.7%(2012年度)



日本の水道水（２）

□51項目の水質基準 (P.29､30)

(2014.4.1から変更)

□消毒のため塩素を添加

次亜塩素酸ｿｰﾀﾞを添加し、それが水に溶けて残留塩素となる。

□含まれている可能性のある物質
・臭気物質(カビ臭、カルキ臭など)
・有機塩素化合物(トリクロロエチレンなど)
・消毒副生成物(総トリハロメタンなど)
・農薬類(CAT:シマジンなど)
・重金属類(鉛など)
・原虫類(クリプトスポリジウム、ジアルジアなど)
・濁り物質(鉄サビ、アルミニウムなど)

※汚染源・・・工業排水、農業排水、生活排水など



水道の使用状況

生活用水使用量 約３００㍑・人・日

(国土交通省土地・水資源局水資源部２０１０年）



生活用水の用途



浄水器の役割

もともと良質な水である水道
水から

不純物をろ過

新鮮で良質な水

�浄水器は「水道水」の悪くなった分を取り
除いて、本来の各々の地域の水に戻す

役割を果たしている。



おいしい水の条件

カルキ臭のもと。通常の人がカルキ臭いと感じる
限界点。

０．４㎎/ℓ以下残留塩素

※通常の人が異臭味を感じる限界点３以下臭気度

有機物質の量を示し、多いと渋みをつけ、多量に
含むと水の味を損なう。

３㎎/ℓ以下過ﾏﾝｶﾞﾝ酸ｶﾘｳ
ﾑ消費量

水にさわやかな味を与えるが、多いと刺激が強く
なる。

３～ ３０㎎/ℓ遊離炭酸

ミネラルの中で量的に多いカルシウムマグネシウ
ムの含有量を示し、硬度の低いはくせがなく高い
と好みが分かれる。

１０～１００㎎/ℓ硬 度

主にミネラルの含有量を示し、量が多いと苦味渋
みが増し、適度でこくとまろみを増す。

３０～２００㎎/ℓ蒸発残留物

一般には体温よりも15℃程度低い水温が好まれ
る。

20℃以下水 温

適用おいしい水の条件水質項目
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いい水とは

• 自分の住んでいる土地の水を、できるだけ本来のかたちに戻しておいし
く頂くことこそが、人間の身体にとってもいいはず
（＝メイスイの浄水器が実現していること）

• 異なる場所の水をお金で手に入れることは、地球全体を考えたときに非
常に非効率。特に、水を運ぶことは最も高くつき、また輸送等の段階で
様々な環境悪化要因も引き起こす。

• 水は、いくらいい水でも貯めて古くなってしまってはおいしくない。流れて
きた水を磨いて飲むのが一番！



生物はすべて水のかたまり

• 洋服を着ている水
カラダ全体の６０～６５％
脳の８０％ 血液の８２％

トマト ９０％
リンゴ ８５％
魚 ７５％

• 体内に占める水の比率 ６０％
細胞内 ７５％ 細胞外 ２５％
新生児 ８０％以上

生後３０日から低下大人では６
０％
細胞外液は３０歳から一定



体内での水の動き

• 体外へ排出される水は１日で約２．５リットル
尿・大便など意識できる排泄 １．５リットル
皮膚呼吸・呼気など不感蒸泄 １．０リットル

→毎日補給しなくてはいけない水 ２．５リットル

• 大人が１日に使用する水の量は全体で１８０リットル
→体内を絶えず循環している水を腎臓で再生
→樹木とほぼ同じ（根から毎日１９０リットルを蒸散）



水と健康

• アンタイエージング・メディスン（抗加齢医学）の世界では第1に「水を飲む」こ
とを推奨している。

• 加齢のメカニズムは様々に解明されているが、ひとつに老化は細胞の乾燥と
比例する。（赤ちゃんで約80パーセント 成人で60パーセント の水分）

• 一日の代謝を考えると、1日に体重の約30分の1 ＝ 2リットルを飲むことが
理想的。

• 腎臓病以外の病気にはすべて「水」が万能薬ともいえる



水のみ健康法

• 水でもっと血液サラサラ！
１日に２リットルから２．５リットルの水を必ず飲む！

生活習慣病（血栓・動脈硬化・心筋梗塞・糖尿病・・・）
便秘 美容 ダイエット・・・・

• どのようにいつ飲むか？
①朝起きぬけ １杯 をゆっくりと
②空腹時や食事中をさけてコップ１杯を１０回にわけて
③入浴前や就寝前、長い飛行機旅行、ストレス時にも














